
 

 

島根地域ワーキングチームの取組状況 

 

１．各地域の共通課題に対する取り組み  

 (1) 原子力災害時における緊急時対応の検討 

(2) 原子力災害時の輸送能力、避難行動要支援者の移動手段の確保に 

向けた調整 

(3) 避難者受入自治体への支援体制の整備 

① 避難者受入ガイドラインの整備 

② 受入体制整備に要する経費への支援  

(4) 避難退域時検査マニュアルの整備 

(5) 安定ヨウ素剤事前配布説明会開催マニュアルの整備 

 

２．地域課題に係る取り組み 
  

(1) 広域避難計画の実効性向上に向けた取組 

① 県内、県外受入先自治体との連携強化 

   ・ 岡山県、広島県との協定締結 

   ・ 受入先自治体との意見交換 

② 在宅の避難行動要支援者等の把握、移動手段の確保に向けた検討 

   ・ 他地域の実施状況調査、６市の状況調査 

  ・ 関係機関との協議 

③ 避難退域時検査実施体制の検討 

    ・ 国が示した基本的な考え方に基づき、候補地を抽出 

   ・ 関係機関との協議 

 



  

３．今後の主な取り組み 
  

 (1) 在宅の避難行動要支援者等の把握に向けた取り組み 

① 取組内容 

・ ＰＡＺ及びＵＰＺ内の避難行動要支援者及び一般住民の避難動向の把握 

    ・ バス、福祉車両など避難車両の必要台数の確保のための調整 

  ・ 避難に必要となる資機材の整備 

② スケジュール（予定） 

     ４月    関係機関への説明 

具体的な把握方法の検討 

     ５月～   各市における把握のための取り組みの実施 

     ８月～   集計・分析 

      

 (2) 避難退域時検査実施体制の検討 

・選定した候補地で、国から示される具体的な実施方法に基づき避難退域

時検査を実施することが可能か検証 

   ・ 具体的な運営体制、除染方法等の検討、資機材の整備 

 


